























ビリティ（usability: use + ability）」という語があるが、
これは「（ある製品などが）利用できることを前提とし
た上での利用のしやすさ」をあらわす。これらの概念







テ ィ の ガ イ ド ラ イ ン は 、 World  Wide  Web 
Consortium  （W3C） 2) によって定められた Web 
Accessibility Initiative （WAI）3)の Web Contents 
















　W3C によって 2001 年 1 月に勧告された最新のマ


























に XHTML1.1 を用い、そこに CSS を適用してウェ
ブページとしての体裁を整えた。サーバ上でこれら
のファイ ル を 公 開 す る 際 に は 、 W3C Markup 
Validation Service9)及び、Another HTML-lint 10)
文法チェッカーで HTML 文法が正しいことを確認























































































長さの違い（たとえば：1/17 と 12/25 の文字数の違
い）によって「記事」の文頭が揃わないことが起こり得
るが、float 要素を持つ CSS（ソース 5）をソース 2 の
HTML に適用することで、図 3 に示すように、table
を用いた場合と変わらないレイアウトを実現すること
ができた。
　 2006 年 10 月 に 行 わ れ た 調 査 14) で は 、
XHTML1.1 + CSS を用いたウェブサイトを公開して
いる国立大学は、富山大学以外には見あたらない
ようである。























































dl { margin-bottom:-13px;  clear:both; }
dt { line-height:1.7em; font-size:82%;  float:left; }











ソース 6 に index.html にある「訪問者別 INDEX」















　 accesskey 属性 は 、 キ ーボー ド の Alt キ ー
（ Windows の 場 合 ） あ る い は Control キ ー
（Macintosh の場合）と属性値として指定されたキー





































<dd class="menu_houmon_dd"><a href="for/area_corpo/index.html" accesskey="u" tabindex="11">地域/企業</a></dd>
<dd class="menu_houmon_dd"><a href="for/prospective/index.html" accesskey="j" tabindex="12">受験生</a></dd>
<dd class="menu_houmon_dd"><a href="for/graduate/index.html" accesskey="m" tabindex="13">卒業生</a></dd>
<dd class="menu_houmon_dd"><a href="for/student/index.html" accesskey="i" tabindex="14">在学生</a></dd>
<dd class="menu_houmon_dd"><a href="for/staff/index.html" accesskey="k" tabindex="15">教職員</a></dd>
</dl>














　現在の富山大学ウェブサイトは、2006 年 4 月に公
開を開始し、それ以来作成・更新を続けてきた。この
サイトでは、文書のマークアップには文法的に厳格
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